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「
市
民
の
声」

の
整
理
・

分
析
に
よ
る

政
策
へ
の
反
映
方
策
に
つ
い
て

ら
C
R
M
型
行
政
経
営
へ
の
提
言
と
試
み
ら

竹村弘子

は
じ
め
に

り
組
み
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る 。

こ
れ
は 、

市
民
か
ら
の
問
合

せ
や
苦
情 、

要
望
を一
ヶ
所
で
受
付
け
る 、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス

を
目
指
し 、

迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
で
あ
る
が 、

そ
の
一
方
で
市
民

か
ら
受
け
た
問
合
せ 、

要
望 、

苦
情
を
オ
ペ
レ
ー

タ
が
デ
ー

タ
ベ
ー

ス

に
記
録
し 、

行
政
に
お
い
て
市
民
の
声
を
集
め
や
す
い
体
制
が
出
来
上

が
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。

こ
れ
か
ら
は 、

顧
客
中
心
主
義

の
次
の
段
階
と
し
て 、

個
人
情
報
の
保
護
に
充
分
配
慮
し
な
が
ら 、

集

約
し
た
市
民
の
声
を
分
析
し 、

市
民
の
ニ
l

ズ
を
抽
出
し 、

迅
速
な
行

政
施
策
の
反
映
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る 。

こ
れ
ま
で
も
行
政
は
民
意
の
政
策
へ
の
反
映
の
重
要
性
を
認
識
し 、

市
民
の
声
の
取
得
を
熱
心
に
行
い 、

業
務
改
善
に
つ
な
げ
て
き
た 。

し

か
し 、

そ
の
反
面 、

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
多
く
の
要
望
・

提
案
か
ら 、

政
策
や
施
策
に
活
か
す
主
要
な
意
見
を
探
し
出
す
客
観
的
・

科
学
的
方

法
が
な
く 、

そ
の
仕
組
み
づ
く
り
が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る 。

こ
の
よ
う
な
行
政
課
題
に
対
す
る
認
識
の
も
と 、

仙
台
都
市
総
合
研

究
機
構
と
仙
台
市
の
市
民
局
広
聴
相
談
課
な
ら
び
に
企
画
局
企
画
調
整

課
が 、

「
市
民
の
声」

の
整
理
・

分
析
活
用
法
に
関
し
て
平
成
一
四
年

度
か
ら
共
同
研
究
に
取
組
ん
で
い
る 。

こ
れ
は 、

民
意
の
市
政
へ
の
一

層
の
反
映
の
た
め 、

市
民
の
声
を
科
学
的
な
分
析
を
経
る
こ
と
に
よ
っ

て 、

政
策
情
報
と
し
て
の
価
値
を
高
め 、

仙
台
市
に
お
け
る
施
策
立
案

行
政
に
お
い
て
は 、

現
在
あ
る
い
は
将
来
に
わ
た
る
市
民
ニ
l

ズ
を

的
確
に
把
握
し 、

施
策
に
反
映
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る 。

ま
た 、

地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え 、

厳
し
い
経
済
情
勢
を
背
景
に 、

行
政
運
営
に
経
営
の
視
点
が
一
層
強
く
求
め
ら
れ
る
な
か
で 、

市
民
を

顧
客
と
捉
え
そ
の
満
足
度
を
高
め
る
顧
客
中
心
主
義
の
観
点
に
た
ち 、

顧
客
の
意
向
を
く
み
と
る
個
々
の
自
治
体
独
自
の
行
政
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン

グ
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
て
い
る 。

こ
と
に
最
近 、
一
人
ひ
と
り
の
顧

客
ニ
l

ズ
を
中
心
に
考
え
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
で
あ
る 、

C
R
M

8
5
8
5
2
問。
z
t。
ロω
r
e
宮山
口
mw問。
g
gけ）
戦
略
が
行
政
運
営
に

も
取
り
入
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る 。

自
治
体
が
C
R
M
導
入
に
よ
り
志
向
し
て
い
る
の
は 、

顧
客
で
あ
る

市
民
中
心
の
発
想
で 、

サ
ー

ビ
ス
の
内
容
や
提
供
方
法
を
見
直
す
こ
と

で
あ
る 。

つ
ま
り 、

そ
れ
は
従
来
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
自
治
体
側

の
発
想
を 、

サ
ー

ビ
ス
の
受
け
手
で
あ
る
市
民
の
側
か
ら
の
発
想
に
変

え
る
こ
と
で 、

サ
ー

ビ
ス
向
上
や
業
務
改
善
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る 。

最
近
の
具
体
例
と
し
て 、

術
を
活
用
し
て 、

札
幌
市 、

電
子
自
治
体
構
築
を
背
景
に
情
報
通
信
技

横
浜
市
で
コ
l

ル
セ
ン
タ
ー

の
設
置
の
取
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政策提案「「市民の声」の整理 ・ 分析による政策への反映方策について」

や
財
政
運
営
に
有
効
に
活
用
し
て
い
く
方
策
の
検
討
で
あ
る 。

本
稿
は 、

こ
の
研
究
の
な
か
で 、

文
部
科
学
省
統
計
数
理
研
究
所
教

授
大
隅
昇
氏
の
指
導
の
も
と 、
（
株）
平
和
情
報
セ
ン
タ
ー

保
田
明
夫
氏

の
協
力
を
得
て 、
「
市
民
の
声」

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
に
基
づ
き 、

テ
キ
ス

ト
・

マ
イ
ニ
ン
グ
手
法
を
用
い
て
行
っ
た
分
析
取
組
み
の
概
要
を
紹
介

し 、

行
政
に
お
け
る
定
性
的
情
報
の
活
用
方
策
を
探
る
も
の
で
あ
る 。

本
稿
の
内
容
は 、

ま
ず（
i）

仙
台
市
の
広
聴
制
度
を
概
観
し
デ
ー

タ

ベ
ー

ス
化
さ
れ
た
「
市
民
の
声」

の
登
録
状
況
を
示
し
た
う
え
で 、

（
U）
自
由
記
述
型
デ
l

タ
を
統
計
的
に
解
析
す
る
テ
キ
ス
ト

型
デ
ー

タ

解
析
ツ
l

ル
を
活
用
し
た
市
民
の
声
の
分
析
手
順
の
概
略
を
紹
介
し 、

（…m）
次
に 、

そ
の
解
析
結
果
の
解
釈
を
試
み
る 。
（－W）
さ
ら
に 、

こ
の

自
発
的
発
言
内
容
で
あ
る
「
市
民
の
声」

の
分
析
結
果
と 、

住
民
基
本

台
帳
か
ら
対
象
者
を
無
作
為
抽
出
し 、

質
問
紙
調
査
で
回
答
を
得
た
市

民
意
識
調
査
で
の
選
択
肢
質
問
へ
の
回
答
内
容
お
よ
び
自
由
記
述
へ
の

回
答
内
容
の
分
析
結
果
と
の
比
較
を
行
う 。
（
V）
最
後
に
市
民
の
声
の

政
策
形
成
へ
の
活
用
方
策
と
課
題
を
探
る
も
の
で
あ
る 。

仙
台
市
に
お
け
る
市
民
の
声
の
整
理
状
況

（一
）

仙
台
市
の
広
聴
相
談
事
業
の
体
系
と
「
市
民
の
声」

仙
台
市
で
は
現
在 、

市
組
織
の
全
て
で 、

来
庁
・

電
話
・

文
書
等
で

寄
せ
ら
れ
る
市
民
の
相
談 、

照
会 、

あ
る
い
は
市
政
へ
の
提
言・
要
望

等
を
受
付
け
て
い
る 。

仙
台
市
の
市
政
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
声
は 、

広
聴
相
談
課
や
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
以
下
「
広
聴
担
当
課」

と
示

す 。）

に
寄
せ
ら
れ
る
「
ま
ち
づ
く
り
提
案」 、
「
市
長
へ
の
手
紙」 、

「
市
政
相
談」 、
「
要
望
・

陳
情」

や
本
庁
各
課 、

区
各
課
に
直
接
寄
せ

ら
れ
る
「
要
望
・

苦
情
・

提
言」 、
「
要
望
陳
情
書」

な
ど
が
あ
る 。

近
年
の
受
付
処
理
件
数
の
推
移
は
図
1 、

仙
台
市
の
広
聴
相
談
事
業
の

体
系
は
図
2
の
と
お
り
で
あ
る 。

3,000j牛
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平成13年度

2,000j牛f

1,000件 ’

（｛牛）

まちづく 市政相 市長へ 陳情・要 総計
り提案 i東 の手紙 望

提言 184 14 53 251 

要望 640 311 115 355 1,421 

苦情 283 426 149 858 
日召会 20 390 412 

その他 87 41 50 3 181 

不明 19 19 
総計 1,214 1,201 368 359 3,142 

平成13年度

平成14年度

広聴手段内訳

3,000件

ゴ一
一

（件）

まちづく 市政相 市長へ 陳情・要 総計
り提案 談 の手紙 f£ 

提言 187 33 117 338 

要望 547 409 480 400 1,836 

苦情 132 369 106 608 

照会 25 250 54 329 

その他 87 50 41 178 

総計 978 1,111 798 402 3,289 

平成14年度

｜ 参照．集計表 I 

「市民の声」デ ー タ ー ベ ー ス登録件数図1
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市民センヲ一等、市内約250カ所に

「まちづくり鍵案スヲンド」を設置し、

市政に関する提言、要望、苦情等を

受付け、対応処理する。（FAXも可）

サ市長あてに送付された手紙や

インターネットを通して寄せられた

市政に関する提言、要望、苦情等を

受付け、対応処理する。

\ I新聞投書棚に掲載された市政に

\I関する提言、要望、苦情等を受付け、

：｜対応処理する。

市長あてに提出された市政に関する

陳情・要望等を受付け、対応処理する

各区市民相談室等への来庁者に

よる市政に関する提言、要望、

苦情等を受付け、対応処理する。

市政に関する提言、要望‘苦情等を

電話（専用または内線）で受付け、

対応処理する。

仁二二］今回の研究対象としている

『市民の声Jの区分

［参考］平成14年度広聴相級事業年報

「市民の声J（作成仙台市市民局）

「市民の声」区分広聴相談事業の体系と図2

会
乙
「
市
民
の
声」

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
へ
の
収
録
状
況

広
聴
担
当
課
で
は
「
仙
台
市
市
民
の
声
事
務
取
扱
要
綱」

に
則
り 、

広
聴
担
当
課
に
集
約
さ
れ
た
市
民
の
市
政
に
対
す
る
提
言
・

要
望
・

苦

情
等
を 、
「
市
民
の
声」

と
し
て
処
理
シ
ス
テ
ム
の
中
で
対
応
業
務
を

行
っ
て
い
る 。

つ
ま
り 、

広
聴
担
当
課
に
寄
せ
ら
れ
る
市
民
の
声
の
全

て
と 、

本
庁
各
課 、

区
各
課
に
直
接
寄
せ
ら
れ
た
市
民
か
ら
の
「
要

望
・

苦
情
・

提
言」

の
な
か
で 、

広
聴
担
当
課
に
送
付
さ
れ
た
も
の
が

「
市
民
の
声」

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。

本
研
究
の
対
象
と
し
た
「
市
民
の
声」

は 、

前
出
の
図
2
に
示
す
と

お
り
で 、

個
別
広
聴
と
市
政
相
談
に
寄
せ
ら
れ
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
に
収
録

さ
れ
て
い
る
も
の
で 、

平
成
二
二
年
度
三 ，
一
四
二
件 、

平
成一
四
年

度
三 ，

二
八
九
件
と
な
っ
て
お
り 、

性
別
・

年
齢
別
の
内
訳
は
表
1
の

と
お
り
で
あ
る 。

広
聴
担
当
課
に
集
め
ら
れ
た
「
市
民
の
声」

は 、

担
当
者
が
「
市
民

の
声」

の
内
容
を
要
約
し 、

件
名
を
つ
け
て
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
に
入
力
し 、

「
市
民
の
声」

の
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
（
広
聴
手
段
に
よ
る
分
類 、

内
容
区

分
に
よ
る
分
類）

を
行
い 、

事
務
処
理
用
の
日
付
（
受
領
日 、

受
付
日 、

各
局
へ
の
送
付
日 、

各
局
か
ら
の
回
答
受
領
日 、

市
民
へ
の
対
応
日） 、

担
当
業
務
課 、

投
書
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
（
属
性
！

住
所
・

性

別
・

年
齢）

を
入
力
し
て
い
る
（
図
3） 。

表1

諜13年唐 ”’
合

，.，，
計
It 平成14軍庖 ”H

合
.
計. ま誓年齢区分 埴叫不明 男性不明空白 制隠叫不明 ，臼－ 総計

1Dto14 3 3 6 11 6 17 14 9 23 
15to19 9 6 15 9 12 2l 18 18 1 37 
2仇。24 9 19 28 17 17 3! 26 36 63 
25to29 34 20 制 49 41 Of 83 61 144 
JOt。34 49 25 I ·75 51 46 1 ., 100 71 2 173 
35t。39 36 36 I 73 49 32 81 85 68 154 
40to44 27 32 59 29 64 9< 56 96 153 
45to49 19 49 I 69 28 67 96 47 116 2 165 
50to54 30 40 1 71 17 49 67 47 89 2 138 
55to59 27 39 66 13 58 72 40 97 138 
60to64 21 45 2 回 16 66 2 I 85 37 Ill 4 I 153 
65to69 20 63 3 鈴 20 61 3 84 40 124 6 170 
7伽74 17 52 2 71 17 52 2 71 
7仇。74 26 75 102 26 75 102 
75t。79 6 38 44 9 44 54 15 82 98 
8仇084 10 31 2 43 3 34 2 39 13 65 2 2 82 
85to89 7 7 2 18 20 2 25 27 
90to94 3 3 4 4 7 
［空白） 686 1307 311 2304 617 1304 205 103 忽29 1303 2611 516 103 4533 

E肝 1003 1815 324 3142 966 1998 219 106 3289 1969 3813 543 106 6431 

性別・年齢区分別件数
（平成13年度・平成14年度比較）

f示瓦ゐ瓦｜件名j向容聖旨 I 
l広聴手段｜まちづ〈り撞車i市長への手続I要望障情，市政相続jその他i
｜向審区分 i提言I聾盟f苦情f照会／その他 I 
l畳掴s：担当限） I畳付目（広聴掴舘思） I 各局｛関怖師局〕，、回送付目j
！各局からの図書目f ;f;民へ（！）図書臼（対応日｝

日7忌f時間審制

一一一一一寸
｜正名／住所蝉番号J制番号l性別f年齢111•

”
寸

a’信書’＂＊＇障に....；皐寺内たもののゐλJ句 集λ角のものが多＇＂

「市民の声Jデ ー タ ベ ー ス収録方法と内容

事務処理日付

所内車穆分担

投．曹の情報

図3

市民の声の

4主婦付け
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政策提案「「市民の声」の整理 ・ 分析による政策への反映方策について」

（
三）
「
市
民
の
声」
の
分
析
の
現
状
｜

企
画
部
門
と
広
聴
部
門
の
連
携

仙
台
市
の
広
聴
相
談
課
で
は
「
市
民
の
声」

を
月
ご
と
に
整
理
し
傾

向
を
分
析
し
て
い
る 。

ま
た 、

平
成
一
一
年
度
よ
り
庁
内
L
A
N
に
よ

り
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
に
各
課
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
て
い
る 。

ま
た 、

仙
台
市
に
は 、

市
民
参
加
型
の
行
財
政
運
営
の
推
進
を
め
ざ

し 、
「
市
民
の
声」

を
施
策
に
一
層
反
映
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
ズ
づ
く
り

を
目
標
に 、

平
成
二
二
年
に
市
三
役
と
関
係
局
長
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
市
民
提
言
政
策
会
議
が
設
置
さ
れ
た 。

こ
の
会
議
は 、

企
画
部
門
と

広
聴
部
門
の
組
織
を
横
断
し
た
連
携
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り 、

「
市
民
の
声」

の
う
ち
政
策
に
か
か
る
提
言
の
分
析
や 、

市
民
提
言
へ

の
政
策
課
題
と
し
て
の
取
組
み
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る 。

そ
こ
で
は
従
来
か
ら
事
務
局
担
当
者
が
手
作
業
に
よ
り
課
題
を

抽
出
し
分
析
作
業
を
進
め
て
お
り 、

分
析
手
法
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の

視
点
か
ら
の
検
討
の
必
要
性
が
課
題
と
な
っ
て
い
る 。

テ
キ
ス
ト

型
デ
ー

タ
解
析
ソ
フ
ト
を
活
用
し
た
「
市
民
の
声」

の
分
析
手
順

近
年
多
く
の
企
業
で
は 、

顧
客
の
期
待
に
そ
っ
た
事
業
展
開
の
た
め

顧
客
主
義
実
現
戦
略
と
し
て
C
R
M
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る 。

顧
客

と
の
接
点
で
生
じ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
統
合
管
理
し 、

顧
客一
人
ひ
と

り
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す 、

い
わ
ゆ
る
ワ
ン
ツ
l

ワ

ン
・

マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
が
目
標
と
さ
れ
る 。

こ
の
戦
略
を
下
支
え
し
て

い
る
の
が
テ
キ
ス
ト
・

マ
イ
ニ
ン
グ
で
あ
る 。

そ
こ
で
我
々
は 、

テ
キ
ス
ト

型
デ
ー

タ
解
析
ソ
フ
ト
を
用
い
て
分
析

を
試
み
た 。

以
下 、

図
4
に
従
い
分
析
の
過
程
を
概
観
す
る 。

文を文章単位に切断し 、 l文章をlサンプルとするe
1.データの作成・編集｜ …1 切断ルール：「。』「？J「！ !J 

2.データの読み込み

！置換： ①分かち書きミス編集 、 ②語句遠結 、

''"'_"_''" ③固有名銅 、 ④同値、 ⑤上位・下位概念
2削除： ①解析除外

.. , 1.クラス'.,I一化による外れ値（クラスター）の摘出
典型的な（特異な・特徴のある）発言の観策

2. Iまずれ値（クラス聖一）を除外してクラス骨一化
クラスター化の繰り返しによる傷造の観察

（本構成要素とはデー タ解析上の処理局長伎を表し 、 一般にいう単語
・語、文節等より緩やかな意味で用いている）

A短（jl,J、）単位による分かち書き

5.クラスター化

「市民の声」解析事例の手順図4

（一
）

分
か
ち
書
き
と
キ
ー

ワ
ー
ド
の
抽
出

「
市
民
の
声」
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
の
原
文
を 、
語
葉
辞
書
（
約
一
二
万

語）

と 、

分
か
ち
書
き
の
ル
l

ル
の
も
と
で 、

あ
る
単
位
に
文
章
を
分

解
す
る
「
分
か
ち
書
き
処
理」
を
行
う 。

以
下
は
分
か
ち
書
き
の
例
で

あ
る 。

《
簡
単
な
例》

「
区
画
整
理
事
業
区
画
内
で
の
桜
並
木
や
樹
木」

（
最
短
語）

「
区
画
／
整
理
／
事
業
／
区
画
／
内
／
で
の
／
桜

／
並
木
／
や
／
樹
木」

「
区
画
整
理
事
業
区
画
内
／
で
の
／
桜
並
木
／
や

／
樹
木」

（
最
長
語）

4. ホ織成要素の編集

3. 分かち書き

⑮ 

仁
目



次
に
不
要
語
辞
書
と
不
要
語
ル
l

ル
に
よ
っ
て 、

句
読
点
や
か
っ
こ

類
の
削
除 、

助
詞
の
削
除 、

特
殊
記
号
の
削
除
な
ど
不
要
語
を
削
除
し 、

分
か
ち
書
き
結
果
の
再
編
集
を
す
る 。

さ
ら
に 、

誤
記
の
置
換 、
類

語
・

同
義
語
と
考
え
た
語
の
統
合
等
を
行
い
分
析
が
容
易
に
な
る
よ
う

編
集
を
重
ね
る 。

す
る
と 、

ど
の
よ
う
な
語
句
が
ど
の
よ
う
な
頻
度
で 、

ど
の
よ
う
な

文
脈
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
検
索
や
観
察
が
可
能
と
な
る 。

ま
た
属
性

ご
と
の
使
用
頻
度
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
5 、

図
6） 。

元原文から分かち書き ・ 語句 （ キー ワ ードなど） を 自 動抽出する。
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分 か ち 書 き ・ 語句 （キ ー ワ ー ド な ど） 抽 出図 5
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図 6

（
二）

発
言
内
容
と
単
語
の
類
型
化

こ
れ
ら
の
デ
l

タ
表
を
も
と
に
多
次
元
デ
ー

タ
解
析
を
行
い 、

発
言

内
容
と
単
語
を
類
型
化
し
ど
の
よ
う
な
発
言
内
容
が
多
い
の
か
を
み
る

こ
と
が
で
き
る 。

ま
た 、

類
型
化
に
よ
り
得
ら
れ
る
典
型
や 、

回
答
傾

向
を
み
た
り 、

少
数
例
や 、

少
数
意
見
の
特
徴
も
見
る
こ
と
が
で
き
る 。

＠ 2α)4, 3. VO J .  1 みやぎ 政策の風

ii• 

一ー



つ
ま
り、

客
観
的
に
情
報
を
要
約
・

分
類
し
た
う
え
で、

化
や
発
言
内
容
の
分
析
が
可
能
と
な
る
（
図
7）
。
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類
型
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四

テ
キ
ス
ト

型
デ
ー

タ
解
析
に
よ
る
「
市
民
の
声」
の
解
析
結
果

と
そ
の
解
釈

（一
）

「
提
言」

内
容
の
自
動
分
類
に
よ
る
類
型
化

平
成
二
二
年
度

合一
，

一
四
二
件）

と
平
成
一
四
年
度
（
三，

二
／

九
件）

の
「
市
民
の
声」

か
ら、

内
容
区
分
が
「
提
言」

に
相
当
の
も

の
五
八
九
件
を
抽
出
し
た。

そ
し
て、

上
述
の
手
順
に
従
い
件
名
と
内

容
要
旨
に
基
づ
き、

回
答
パ
タ
ー

ン
と
単
語
の
出
現
情
報
を
用
い
二
五

グ
ル
ー

プ
に
自
動
分
類
し
た
結
果
が
図
8
で
あ
る。

ま
ち
づ
く
り
と
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項
が
三
割
（一
六
八
件）

、

ご
み
の
収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル、

職
員
の
対
応、

パ
ス
・

地
下
鉄
の
利
用

が
そ
れ
ぞ
れ
一
割
を
占
め
て
い
る。

そ
の
他
の
内
容
は、

図
8
と
お
り

で
あ
る。

発言内容と単語の類型化（クラスタ
ー

化）
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「市民の声」提言内容の分析事例
（クラスタ

ー
化）
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（
二）

属
性
と
単
語
の
関
係

次
に 、

同
様
に
抽
出
さ
れ
た
内
容
区
分
が
「
提
言」

の
も
の
五
八
九

件
に
つ
い
て 、

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
が
保
有
す
る
属
性
情
報
の
う
ち 、

年
度 、

性
別 、

年
齢 、

居
住
地
区
毎
に
特
徴
的
な
語
句
を
抽
出
し 、

抽
出
し
た

単
語
と
属
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る 。

①

年
度
の
比
較

年
度
に
特
徴
的
な
（
有
意
な）

語
句
を
抽
出
す
る
と
図
9
の
よ
う
に

な
る 。平

成
二
二
年
度
で
は
敬
老
乗
車
証
の
見
直
し
問
題
や 、

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
問
題
な
ど
が
特
徴
的
で 、

平
成
一
四
年
度
で
は
保
育

所
の
待
機
児
童
や
施
設
な
ど
保
育
に
関
わ
る
問
題
が
特
徴
的
で
あ
る 。

両
年
度
に
共
通
し
た
特
徴
は
「
ご
み 、

地
下
鉄 、

駐
輪
場
・
自
転
車

・
条
例」

で
あ
っ
た 。

ご
み
の
収
集
の
新
し
い
分
別
ル
l

ル
の
導
入
に

関
す
る
内
容
や 、

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定 、

地
下
鉄
東
西
線

建
設
へ
の
意
見
な
ど 、

市
民
が
注
目
し
た
話
題
が
あ
が
っ
て
き
て
い
る 。

②

性
別
に
よ
る
比
較

次
に 、

性
別
に
特
徴
的
な
（
有
意
な）

語
句
を
抽
出
し
た
（
図
叩） 。

性
別
に
特
徴
的
な
語
句
と
し
て 、

男
性
で
は 、
「
禁
煙 、

バ
ス
停 、

J
R 、

条
例 、

公
用
車 、

市
政
だ
よ
り」

な
ど 、

女
性
で
は
「
保
育
・

子
ど
も 、

児
童
館 、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 、

犬
・

猫 、

リ
サ
イ
ク
ル 、

公
園 、

病
院」

な
ど
が
あ 、
か
っ
て
い
る 。

性
差
に
関
係
な
く
特
徴
的
な
語
句
は
「
ご
み 、

証 、

駐
輪
場
・
自
転
車 、

高
齢
者」

で
あ
る 。

地
下
鉄 、

敬
老
乗
車

平成13年度 、 14年度に
共通性のある銘題

「市民の声」 提言内容の 分析事例 （年度比較）図 9

女性と男性に共通
｛性差がみられない）のあるお鑓

「市民の声」 提言内容の 分析事例 （性別比較）図 1 0

③

年
齢
区
分
に
よ
る
比
較

次
に 、

年
齢
別
に
出
現
頻
度
が
上
位一
O
語
を
そ
れ
ぞ
れ
列
記
し
比

較
す
る
と 、

表
2
の
よ
う
に
な
る 。

三
O
歳
か
ら
四
四
歳
で
は
子
育

て
・

医
療
に
つ
い
て 、

六
O
歳
以
上
で
は
高
齢
者
の
問
題
に
関
係
す
る

語
が
多
く
み
ら
れ 、

介
護
保
険
や
敬
老
乗
車
証
な
ど
の
単
語
が
特
徴
的

で
あ
る 。

ま
た
年
齢
に
関
係
な
く
公
共
交
通
に
関
す
る
単
語
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る 。④

地
区
別
比
較

次
に 、

回
答
者
の
居
住
す
る
地
区
に
特
徴
的
な

要
約
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
図
日） 。

（
有
意
な）

語
勾
を

＠ 2004. 3. vo l .  1 みやぎ政策の風



政策提案「「市民の声」の整理 ・ 分析による政策への反映方策についてJ

【市民の声 ： 内 容区分 「提言」 】 年齢区分での解析 （特徴的な単語での解析）表 2

型開区東刃態語議藍議紳踊臨lli'l玄白骨画盟関鴨T望樫躍醸盤欝明棺磁越際関摺夜穣翻

( 1 ） 告吉w肉の数値｛まll性の 回 答者数
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落
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休 日
窓 口
パ ス運賃
住 畏
まちづ〈り
公 共施設
仙台駅
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放題rn転車
縁

盤
一
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一
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室
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E
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司
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司
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(61 件）
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バス停

泉 区 （ 1 24件）

児童館

環境図書館猫仕事 苦情

介護保険 老人福祉センター

街 路樹

制定

(38件）

条例

落書き

保育

若林区

太 白 区 (79件）

まちづくり 社づくり ペデス トリアンデッキ

ホームレス 老人クラブ エレベーター

ボランティア 安 心

「市民の声J 提言 内 容の分 析事例
（居住地区で比較）

図11

（
三）

特
徴
的
語
句
の
文
脈
上
の
使
わ
れ
方

こ
こ
で
出
現
頻
度
が
比
較
的
多
い
語
句
が 、
「
市
民
の
声」

デ
ー

タ

ベ
ー

ス
上
の
原
文
（
広
聴
担
当
課
の
担
当
者
に
よ
る
要
約
文）

の
文
脈

と
し
て
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
か
を
み
る 。

こ
こ
で
は
「
敬
老
乗
車
証」

と
「
保
育
・

子
育
て」

を
例
と
し
て
分

析
を
試
み
る 。

①
「
敬
老
乗
車
証」

こ
れ
ら
は
出
現
頻
度
が
比
較
的
多
く
（
四
O
件
強
の
提
言） 、

男
女

に
よ
る
性
差
は
な
い
が 、

平
成
二
二
年
度
に
多
く
現
れ
て
い
る
語
句
で

あ
る 。

J

＠ 



「
市
民
の
声」

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
上
の
原
文
（
要
約
文）

内
の
使
わ
れ

方
を
み
る
と 、

敬
老
乗
車
証
の
見
直
し
問
題
に
対
し
て 、
一
部
負
担
金

制
度
の
導
入
や 、

利
用
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
制
度
存
続
の

意
向
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
（
図
ロ） 。

②
「
保
育
・

子
育
て」

ま
た 、
「
保
育
・

子
育
て」

の
出
現
頻
度
は
一
五
件
程
度
で
あ
る
が 、

女
性
か
ら
の
貴
重
な
提
言
と
し
て
の
特
徴
が
あ
る
語
句
群
で
あ
る 。

保
育
・

子
育
て
に
つ
い
て
は 、

子
育
て
環
境
に
対
す
る
多
様
な
問
題

が
提
起
さ
れ 、

様
々
な
視
点
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る 。

ニ
ー

ズ

が
多
様
で
あ
る
と
共
に 、

切
実
な
問
題
と
し
て
き
め
こ
ま
や
か
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
図
日） 。

以
上
の
よ
う
に 、
「
市
民
の
声」

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
上
の
原
文
（
要
約

文）

に
あ
た
る
こ
と
で 、

さ
ら
に
詳
細
な
意
見
の
内
容
や 、

市
政
へ
の

具
体
的
方
向
性
を
示
唆
す
る
意
見
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

日亙訂以下i::v.iu肉習
制畑 町 阻し に ついて 4 削釧M 机引き ／石浜函百

一

＼
敏老後患 に つい て 子ど も 料金 担虚 白檀 して は どうか ＼、、 『 鎌入を ·－·－ －－－ノ

眠老魚崎区 に ついて 収入 に 応じ ー飢 負担金 安 徴収 して は どうか ．
滋l\li.ll! に ついて 写 ’ 回E子円 程度 由 負担 に して は どうか ．
信事＇，j食患 を いただいき 有り麹〈 思う が 2. 3乎円 でも いい ので負担したい と 思う ．

敏害復職 制置 に ついて 苦い 人 が 宣心 して 事bせる よう 高齢者 へ の 配車 は
奥置すべき では ． ，般車運貨 の ＇！！IA lま 負慢 しても よい の ては ．

〆 ’ 利用開始年齢町 、、＼
敏老実単 は 70依 から SO#f に 引きょげて は どうか ． ＼、、 引き上げを －－－－ノ
敏at象JI[ に ついて 判用問拍年齢 を 75＆ に 引きょげて は どうか ．

織を乗車 に ついて 開始隼齢 由 引き？よげ を 園り 鰻斜 で 配付 して 叡しい

申告制 とは 言え健常者 田 弘 が 4年後燃料 の 畿老乗車 を もらって 良い 由 か ど 思う ．

財政再建 に 取り組む ぺき で ある ．

市民の声」 提雪 内 容の 分析事↑ ｜JAC Eコ r , E ヨ
ー ·11 1 二ヲヨ l

（ 「敬老乗車証」 ）

三どとj
以下I主主，，as肉曾

it苛，. に 入所 して いる 子ども が 病気 で 2－，.月休んだ ． 通所 も
考えた が ー 置通預 する と 湾入所 が 疏しい と 患い やめた ．
そう いう 場合 由 自衛月 の 滅箇 を 考え て 欲しい ．
？寺後児童 回 世 も 唱えて いる ようす ．

4や 保育ρ の 定員 由 見直 し 官 末治虫ワラス の 槽訟 主 来湯児幅宵抗 由
訟置 ＇.•· 待機 児E iこ 対可る 観司闘 争 矢業 及U' 暗所得軍底枠
白 世置 を 植i晶 して 酷しい ．

ぜんだい 撞礎1 で は 緬宣 された も白 から 掛ミルク を 遺択 する の だが
アレルギー予前用 の ミルク の 使用 を 毘めて ほしい A

m認可 軍側剤 師 死亡 事 奴 は 人． では 右手い ． 他省市 町 取絡み は
どう だった の か ，

地域的 嘩 筒却 は e 司g ・ 王国セ.，9 ー を 併位 して いる ． 車！l障 の 有織 に
間らず 地＂ で ぶ lil t しやすい 理後づ〈り を ．

民間企 . で 働宕広がら 聾W司 が できる ような ポラン子イア朝置 t；ど 子 夜 E 磁場 。》 聾俸 を
温めて 散しい

「市民 の 声」 提言 内 容の 分析事例
（ 「保育 ・子育て」 ）

図1 2

図13

五

仙
台
市
民
意
識
調
査
と
「
市
民
の
声」

の
分
析
結
果
の
比
較

仙
台
都
市
総
合
研
究
機
構
で
は 、

市
民
意
識
の
変
化
を
時
系
列
と
し

て
長
期
的
に
追
跡
し
掌
握
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
「
仙
台
市
民
意
識

調
査」

を
毎
年
実
施
し
て
い
る 。

「
仙
台
市
民
意
識
調
査」

は 、

仙
台
市
全
体
の
縮
図
と
な
る
よ
う
全

成
人
市
民
か
ら
無
作
為
に
調
査
対
象
者
を
選
び 、

調
査
対
象
と
な
っ
た

市
民
か
ら
の
回
答
を
統
計
的
に
分
析
す
る
も
の
で
あ
る 。

こ
こ
で
は 、
一
部
の
市
民
の
自
発
的
行
為
に
よ
っ
て
寄
せ
ら
れ
た
意

見
で
あ
る
「
市
民
の
声」

と 、

無
作
為
抽
出
さ
れ
た
成
人
市
民
を
対
象

に
し
た
「
仙
台
市
民
意
識
調
査」

と
の
調
査
結
果
の
比
較
を
通
し 、

「
市
民
の
声」

の
質
的
な
特
徴
を
探
る
も
の
で
あ
る 。

（一
）

仙
台
市
民
意
識
調
査
の
概
要

仙
台
市
民
意
識
調
査
は 、

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た
成

人
一
万
人
を
対
象
に
行
う
郵
送
調
査
で
あ
る 。

内
容
は
主
に
選
択
肢
型
の
設
問
に
よ
る
調
査
か
ら
な
り 、
一
部
に
市

政
へ
の
意
見
要
望
に
つ
い
て
の
自
由
記
述
欄
も
設
け
て
い
る 。

平
成
一

四
年
度
の
有
効
回
収
数
は
五 ，

七
八
五
件
（
回
収
率
約
五
八
%）
で

あ
っ
た 。

会
乙

「
行
政
へ
の
要
望
と
満
足
度
（
選
択
回
答）」
へ
の
回
答
状
況

そ
の
調
査
票
の
中
で
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度」

と
「
今

後
積
極
的
に
と
り
く
む
べ
き
行
政
施
策
要
望」

に
つ
い
て
行
政
施
策
三

四
項
目
を
あ
げ 、

そ
の
中
か
ら
項
目
を
選
択
す
る
質
問
に
つ
い
て
の
定

量
的
分
析
結
果
が
図
凶
の
と
お
り
で
あ
る 。

雇
用
対
策 、

渋
滞
緩
和 、

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス 、

公
共
交
通
網
の
整

備
な
ど
の
交
通
問
題
や
高
齢
者
福
祉 、

医
療
体
制
の
整
備 、

子
育
て
支
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「
市
民
の
声」

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
上
の
原
文
（
要
約
文）

内
の
使
わ
れ

方
を
み
る
と 、

敬
老
乗
車
証
の
見
直
し
問
題
に
対
し
て 、
一
部
負
担
金

制
度
の
導
入
や 、

利
用
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
制
度
存
続
の

意
向
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
（
図
ロ） 。

②
「
保
育
・

子
育
て」

ま
た 、
「
保
育・
子
育
て」

の
出
現
頻
度
は
一
五
件
程
度
で
あ
る
が 、

女
性
か
ら
の
貴
重
な
提
言
と
し
て
の
特
徴
が
あ
る
語
句
群
で
あ
る 。

保
育
・

子
育
て
に
つ
い
て
は 、

子
育
て
環
境
に
対
す
る
多
様
な
問
題

が
提
起
さ
れ 、

様
々
な
視
点
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る 。

ニ
ー

ズ

が
多
様
で
あ
る
と
共
に 、

切
実
な
問
題
と
し
て
き
め
こ
ま
や
か
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
図
日） 。

以
上
の
よ
う
に 、
「
市
民
の
声」

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
上
の
原
文
（
要
約

文）

に
あ
た
る
こ
と
で 、

さ
ら
に
詳
細
な
意
見
の
内
容
や 、

市
政
へ
の

具
体
的
方
向
性
を
示
唆
す
る
意
見
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

E亘1以下＂主＇•LIi盆肉容
敏�魚2患 の 史置し に ついて 一 郎 負問金制置 を 尋入すべき ，－

－

＿節負担金制直町 、

敏老師 に ついて 手ども 軒 金 程度 負担 して は どうか ＼～ ？？をー ー 〆
融老魚怠 に ついて <Ii入 に 応じ 一 郎 負担金 を 像似 して は どうか ．
敬司彦’·＂＇ に ついて 室f 1 回五乎円 程飯 田 負担 に して は どうか ．
敬語r,；礎調院 を いただいき 有り費量〈 思う が 2. 3平円 でも いい ので負担したい と 思う p

敏t:，駐車 制度 に ついて 苦い 人 が 萱心 して 曹勺ぜ る よう 高齢者 へ 由 配嘩 は
!II.置す べき では ‘ ，t•運賃 由 学園 は 負 担 して も よい 由 では ．

／ 利用期始年齢町 、、
厳老粂a 1i 70健 から BOit に 引き上げて 11 どうか ． ＼、、、 引きょげを ／／ 

敏�l食事 に ついて おl用開始年齢 を 75ll に 引き上げて は どうか ．

倣老，食事 に ついて 開始年齢 田 引き上げ を 回り 源純 で 配付 して 欲しい

申告制 とは 曹え健常者 自 恥 が 4年後無制 の 級�’駐車 を もらって 良い の か と 思う 、

財政再建 に 取り組む べき で ある ．

「市民 の 声J 提言 内 容の分析事例
（ 「敬老乗車証」 ）

ごどとj
以下IU;IJ樋11肉宮

号車薄F tニ 入所 し て いる 子ども が a弱気 で 2今月休んだ ， 温所 も
考えた が ー 置週務 する と 再λ 所 が 践しい と 思い やめた ．
そう いう 唱舎 の 慢剤叫 の 滋舗 を 考えて 設しい ．
待慣児置 の 世 も i・えて いる ようす ．

J子 保寄悼 の 定員 由 見直し な 末治理クラス の t・1宜 主 来；省児惇賀町 田
位置 ；耳 待相鹿 児童 に 封切る 蹴畷 命 祭震 直び 匹所得軍盛停
の 股軍 E 抱i畠 して 置しい ，

せんだい 罪'1ft では 指定 された も白 から 掛ミルク を 遭択 する 田 だが
アレルギー予防用 由 ミルク の 健闘 を 留めて ほしい A

!l!!ll:可 嘩湾問 田 死亡穆放 1： 人． で！手 伝い ． 仙省市 町 駁絹み 1:
どう だっと 町 か ，

地繊の 後湾南 lま .. ， � ＇王国センター を t同宣 して いる . �奪 回 夜祭 に
問らず 悠It で 'llt しやすい 嘩i量づ〈り を ．

民間企 . で 網島き＇•がら 聾胃、 が できる よう＇• ボランティア制度 ＇•ど 子宮H. 1，境 白 星織 を
車めて 欲しい

市民の
士

J 提吾 内 容の 分析事戸コ 1疋 i=i Iハl t ヨ「 刀
’1川 号奇

（ 「保育 ・ 子育て」 ）

図12

図 13

五

仙
台
市
民
意
識
調
査
と
「
市
民
の
声」

の
分
析
結
果
の
比
較

仙
台
都
市
総
合
研
究
機
構
で
は 、

市
民
意
識
の
変
化
を
時
系
列
と
し

て
長
期
的
に
追
跡
し
掌
握
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
「
仙
台
市
民
意
識

調
査」

を
毎
年
実
施
し
て
い
る 。

「
仙
台
市
民
意
識
調
査」

は 、

仙
台
市
全
体
の
縮
図
と
な
る
よ
う
全

成
人
市
民
か
ら
無
作
為
に
調
査
対
象
者
を
選
び 、

調
査
対
象
と
な
っ
た

市
民
か
ら
の
回
答
を
統
計
的
に
分
析
す
る
も
の
で
あ
る 。

こ
こ
で
は 、
一
部
の
市
民
の
自
発
的
行
為
に
よ
っ
て
寄
せ
ら
れ
た
意

見
で
あ
る
「
市
民
の
声」

と 、

無
作
為
抽
出
さ
れ
た
成
人
市
民
を
対
象

に
し
た
「
仙
台
市
民
意
識
調
査」

と
の
調
査
結
果
の
比
較
を
通
し 、

「
市
民
の
声」

の
質
的
な
特
徴
を
探
る
も
の
で
あ
る 。

（一
）

仙
台
市
民
意
識
調
査
の
概
要

仙
台
市
民
意
識
調
査
は 、

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た
成

人
一
万
人
を
対
象
に
行
う
郵
送
調
査
で
あ
る 。

内
容
は
主
に
選
択
肢
型
の
設
問
に
よ
る
調
査
か
ら
な
り 、
一
部
に
市

政
へ
の
意
見
要
望
に
つ
い
て
の
自
由
記
述
欄
も
設
け
て
い
る 。

平
成
一

四
年
度
の
有
効
回
収
数
は
五 ，

七
八
五
件
（
回
収
率
約
五
八
%）

で

あ
っ
た 。

会
乙

「
行
政
へ
の
要
望
と
満
足
度
（
選
択
回
答）」
へ
の
回
答
状
況

そ
の
調
査
票
の
中
で
「
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度」

と
「
今

後
積
極
的
に
と
り
く
む
べ
き
行
政
施
策
要
望」

に
つ
い
て
行
政
施
策
三

四
項
目
を
あ
げ 、

そ
の
中
か
ら
項
目
を
選
択
す
る
質
問
に
つ
い
て
の
定

量
的
分
析
結
果
が
図
凶
の
と
お
り
で
あ
る 。

雇
用
対
策 、

渋
滞
緩
和 、

公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス 、

公
共
交
通
網
の
整

備
な
ど
の
交
通
問
題
や
高
齢
者
福
祉 、

医
療
体
制
の
整
備 、

子
育
て
支

＠ 2004. 3. VO I .  1 みやぎ 政策の風

例



援
な
ど
の
健
康
・

福
祉
分
野
が
上
位
を
占
め
て
い
る 。

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
や
地
域
づ
く
り 、

教
育
・

文
化 、

み
ど
り
保
全

に
つ
い
て
は
相
対
的
に
満
足
度
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え 、

行
政
の
対

応
が
市
民
に
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る 。

政策提案「 「 市民の声」の整理 ・ 分析による政策への反映方策について」

行政施策要望（%）

ワ
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行政サービス満足度

-20 -40 -60 

＊ 満 足度 と は ： 行政サ ー ビ ス の 5 段階評価結果 を

《満足度－ ＝ 満 足（満 足＋ ま あ 満 足） ー 不満 （ 少 し 不満 足 十 不満） 》 と し て 務理 し た も の

行政への要望と 満足度 （平成1 4年度仙 台市民意識調 査）

（
三）
「
市
政
に
対
す
る
要
望
・

意
見
（
自
由
記
述）」

解
析
結
果

市
民
意
識
調
査
の
中
に
組
み
入
れ
た
市
政
に
対
す
る
要
望
・

意
見
の

自
由
解
答
欄
に
は 、

平
成
一
四
年
度
は
全
回
答
者
五 ，

七
八
五
人
の
う

ち
約
三
割
に
あ
た
る
で

六
四
三
人
が
記
入
し
て
い
る 。

性
別
で
は
男

女
と
も
ほ
ぼ
三
割
の
人
が
記
入
し
て
い
る 。

な
お 、

こ
こ
で
の
回
答
者

は 、

前
述
の
市
政
へ
の
要
望
に
関
す
る
質
問
回
答
者
と
同一
で
は
な
い

こ
と
に
留
意
し 、

そ
の
結
果
の
分
析
を
試
み
る 。

回
答
内
容
を
分
野
別
に
整
理
分
類
し
件
数
を
集
計
す
る 。

性
別
で
み

る
と 、

子
育
て
支
援
を
は
じ
め
と
す
る
「
医
療
・

福
祉」

の
女
性
の
記

入
割
合
が
男
性
の
二
倍 、
「
行
政
運
営」

に
つ
い
て
は
男
性
が
女
性
を

一
O
%
上
回
る
と
い
う
結
果
と
な
り 、

男
女
に
よ
っ
て
関
心
の
対
象
に

差
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る 。

関
心
内
容
に
つ
い
て
も 、

先
に
述
べ

た
「
市
民
の
声」

の
性
別
比
較
結
果
と
一
致
す
る
特
徴
を
示
す
結
果
と

な
っ
た 。

こ
の
市
民
意
識
調
査
に
寄
せ
ら
れ
た
自
由
記
述
意
見
を 、

上
述
の
テ

キ
ス
ト

型
デ
ー

タ
解
析
ツ
！

ル
を
用
い
て
解
析
し
た
結
果
が
表
3
で
あ

る 。

こ
れ
は 、
一

，

六
四
三
回
答
か
ら 、

比
較
的
極
端
と
思
わ
れ
る
意

見
を
慎
重
に
吟
味
の
う
え
段
階
的
に
取
り
去
っ
た
一

，

五
四
二
回
答
に

つ
い
て
ク
ラ
ス
タ
l

化
し
た
結
果
で
あ
る 。

こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
と
し
て 、

所
与
の
設
問
選
択
肢
か
ら
回

答
し
た
場
合
に
対
し 、

自
由
回
答
の
場
合
は 、

回
答
す
る
市
民
自
身
の

生
き
た
言
葉
で
記
述
さ
れ
た
市
政
へ
の
「
生
の
要
望
・

意
見」

で
あ
る

こ
と
か
ら 、

そ
の
関
心
の
深
さ
や 、

内
容
の
方
向
性
を
よ
り
具
体
的
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る 。

例
え
ば 、

そ
の
分
野
別
内
容
で
は 、

数
的
に
は
交
通
環
境
や
行
政
運

営
に
関
す
る
意
見
が
多
い
が 、

公
共
施
設
の
整
備
や 、

仙
台
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
に
関
す
る
意
見 、

地
域
の
町
内
会
を
は
じ
め
と
す
る

図1 4
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市
民
活
動 、

高
齢
者
や
子
ど
も
に
関
わ
る
医
療
や
福
祉
の
問
題
な
ど
市

民
生
活
に
よ
り
密
着
し
た
具
体
的
意
見
・

要
望
内
容
と
な
っ
て
い
る 。

再
び 、

こ
の
結
果
を
先
の
「
市
民
の
声」

の
提
言
内
容
五
八
九
件
に

関
す
る
解
析
結
果
と
比
べ
て
み
る
と 、

内
容
や
傾
向
に
お
い
て
極
端
な

差
異
は
み
ら
れ
ず 、

こ
の
調
査
で
取
得
の
定
性
的
デ
l

タ
の
限
界
を
考

慮
し
て
も 、
「
市
民
の
声」

が
市
民
ニ
l

ズ
を
把
握
す
る
上
で
の
貴
重

な
情
報
源
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う 。

分 析で得た グル ー プ （ ク ラ スタ ー ） と そ れ を 特徴づ け る
語句の一覧 （平成1 4年度仙 台市民意識調査）
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市
民
の
声
の
政
策
形
成
へ
の
活
用
方
策
と
課
題

以
上
「
市
民
の
声」

の
整
理
・

活
用
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
が 、

そ
の
活
用
方
策
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る 。

我
々
が 、

市
民
意
見
の
集
約
結
果
の
利
用
に
つ
い
て
行
っ
た
自
治
体

事
例
調
査
で
は 、

宮
城
県
が 、

平
成
一
一
年
か
ら
県
民
サ
ー

ビ
ス
向
上

を
目
的
に 、

県
民
意
見
を
集
め
た
「
県
民
の
想
い
デ
ー

タ
ベ
ー

ス」

か

ら
定
性
分
析
を
行
い 、

県
民
の
想
い
白
書
や
定
例
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
以
外
は 、

目
立
っ
た
取
組
み
は
み
ら
れ

な
か
っ
た 。

つ
ま
り 、

顧
客
で
あ
る
市
民
の
満
足
度
の
指
標
と
も
な
り 、

将
来
の
行
政
課
題
の
先
取
り
と
も
言
え
る
市
民
意
見
の
分
析
に
つ
い
て 、

そ
の
重
要
性
は
理
解
さ
れ
て
い
て
も
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る 。

市
民
意
見
の
政
策
形
成
へ
の
活
用
に
対
し
て
は 、

そ
の
意

見
を
提
供
す
る
市
民
の
代
表
性
の
問
題
や 、

政
策
課
題
抽
出
作
業
に
伴

う
困
難
性
や 、

抽
出
過
程
に
お
け
る
判
断
の
怒
意
性
が
そ
の
促
進
を
阻

ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る 。

我
々
の
調
査
研
究
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は 、
「
市
民
の
声」

が 、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
市
民
ニ
i

ズ
を
把
握
す
る
上
で
の
貴
重
な
情
報
源
で

あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る 。

ま
た 、

解
析
ツ
i

ル
を
利
活
用

す
る
こ
と
で 、

寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
声
の
全
体
の
傾
向
や
属
性
別
の
特

徴
を 、

迅
速
か
つ
科
学
的
に
検
証
す
る
こ
と
で 、

政
策
課
題
を
深
く
掘

下
げ 、

市
民
ニ
l

ズ
の
方
向
性
や
意
向
の
強
弱
を
具
体
的
に
認
識
す
る

こ
と
が
可
能
な
こ
と
で
あ
る 。

定
性
的
デ
l

タ
の
特
性
や
そ
れ
に
伴
う

限
界
に
留
意
し
な
が
ら
分
析
を
進
め
れ
ば 、

現
在
の
市
民
ニ
l

ズ
ば
か

り
で
な
く 、

将
来
の
ニ
l

ズ
の
先
取
り
を
も
可
能
と
す
る
よ
う
な 、

ま

さ
に
「
宝
の
山」

と
も
い
え
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

当
面
の
行
政
で
の
活
用
を
考
え
れ
ば 、

定
性
的
情
報
で
あ
る
デ
ー
タ

ベ
ー

ス
上
の
市
民
の
声
の
解
析
結
果
と
従
来
型
の
定
量
的
デ
i

タ
が
得

＠ 2α)4_ 3. vo l .  1 みやぎ 政策の風
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ら
れ
る
市
民
意
識
調
査
等
の
集
計
結
果
を
併
用
す
る
こ
と
が 、

複
雑
多

様
な
市
民
の
意
向
を
多
面
的
に
掘
下
げ
て
探
索
を
可
能
と
し 、

デ
ー

タ

の
代
表
性
と
分
析
結
果
の
解
釈
の
客
観
性
を
保
証
す
る
意
味
で
有
効
な

方
策
と
考
え
ら
れ
る 。

今
回
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
・

マ
イ
ニ
ン
グ
・

ソ
フ
ト
は 、

大
隅
教
授

を
中
心
と
す
る
産
学
共
同
研
究
成
果
に
基
づ
き
開
発
さ
れ
た
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
と
そ
れ
を
活
用
す
る
知
識
の
活

用
が
あ
っ
て
は
じ
め
て 、

膨
大
な
市
民
の
声
の
整
理
・

分
析
が
可
能
と

な
り 、

我
々
の
研
究
の
活
路
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
た 。

ま
た 、

定
性

的
情
報
を 、

目
的
や
テ
l

マ
に
合
わ
せ
て
客
観
的
か
つ
迅
速
に
整
理
で

き
る
メ
リ
ッ
ト

か
ら 、

解
析
者
を
支
援
す
る
道
具
と
し
て
今
後
行
政
の

様
々
な
場
面
で
の
利
用
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る 。

し
か
し 、

こ
の
よ
う
な
有
用
な
ソ
フ
ト
を
得
て
な
お 、

残
さ
れ
た
重

要
な
問
題
が 、

デ
ー

タ
そ
の
も
の
の
整
備
・

取
得
と 、

分
析
過
程
で
意

味
あ
る
情
報
を
読
取
り 、

解
釈
す
る
人
的
問
題
で
あ
る 。

仙
台
市
に
関

し
て
述
べ
れ
ば 、

市
民
意
見
の
全
文
入
力
や 、

全
課
に
寄
せ
ら
れ
る
市

民
の
声
の
統
合
化
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
へ
の
取
組
み
が
最
重
要
課
題
で
あ
る 。

ま
た 、

解
析
段
階
で 、

客
観
性
を
担
保
す
る
た
め
に
も 、

幅
広
い
分
野

の
識
見
と
行
政
経
験
を
持
つ
複
数
の
分
析
者
に
よ
る
体
制
づ
く
り
が
必

要
と
思
わ
れ
る 。

そ
こ
で
は 、

分
析
結
果
か
ら
得
た
有
用
な
政
策
情
報

を 、

施
策
や
行
政
課
題
に
即
座
に
活
か
す
各
課
の
共
通
認
識
に
基
づ
い

た
積
極
的
姿
勢
が
前
提
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い 。

C
R
M
経
営
戦
略
の
行
政
へ
の
導
入
に
は 、

以
上
の
よ
う
な
市
民
意

見
の
科
学
的
な
分
析
方
法
の
確
立
と 、

組
織
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
ろ

う 。

そ
し
て 、

自
治
体
に
お
け
る
行
政
評
価
が 、

自
己
評
価
か
ら
第
三

者
評
価
へ
と
軸
足
を
移
し
つ
つ
あ
る
の
と
同
様
に 、

今
後
市
民
の
理
解

を
得
て 、

第
三
者
機
関
に
よ
る
市
民
の
声
の
分
析
や 、

そ
れ
に
基
づ
い

た
政
策
提
言
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い 。

そ
こ
に 、

住
民
の
意
向

を
反
映
し
た 、

分
権
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
展
望
が
開

け
る
と
確
信
し
て
い
る 。

《
参
考
文
献》

・
大
隅
昇 、

他
『
多
変
量
解
析
実
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
テ
キ
ス
ト
型
デ
ー

タ
の
多
次
元
デ
ー

タ
解
析」』
（
二
O
O
二
年
朝
倉
書
店）

＠ 
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